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１．元帳に「仕訳置換」「辞書登録」「仕訳並替」機能が付きました。 

 

【 日常処理 － 仕訳入力 】 

これまで 「仕訳帳」 専用の機能だった 「仕訳置換」 「辞書登録」 「仕訳並替」 が、「総勘定

元帳」でもできるようになりました。 

 

 
項目 内容 利用例 

辞書登録 入力済みの仕訳の摘要・

取引先を辞書に登録する

場合に使用します。（連続

で登録できます。） 

・ ・今までは摘要を直接入力していたが、「摘要優

先入力」に切り替えるため一から辞書を作り直し

たい。  

・ ・仕訳の入力の際に登録し忘れた摘要があるの

で登録したい。 

仕訳並替 同一日付の仕訳の並び

順を変更する場合に使用

します。 

・ ・出金を先に入力したため残高がマイナスになっ

たので、入金仕訳を上に移動したい。  

・ ・入力漏れに気づき仕訳を追加したところ、その

日の最終仕訳となったが一連の仕訳のためそ

の他の仕訳と並べたい。 

仕訳置換 入力済みの仕訳を一括

で訂正する場合に使用し

ます。「検索」実行後に有

効になります。訂正対象

となる仕訳だけが表示さ

れるよう条件を指定してく

ださい。 

・ ・誤って原則課税用の消費税コードを使って入

力してしまったので簡易課税用のコードに訂正

したい。  

・ ・１年間を通じて使う科目を間違えてしまったの

で直したい。  

・ ・カタカナの会社名で半角と全角が混在している

ので統一したい。 
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２．クラサバ方式のデータ持ち出しが簡単になりました。 

 

【 日常処理 － 仕訳入力 】 

クライアントサーバー方式で利用していると、外出先で入力する必要が生じた場合など社内ＬＡ

Ｎから切り離しての利用に切り替えるのに、これまでは煩雑な手順を踏む必要がありました。 

 

本バージョンでクライアントサーバー方式の「データ選択」画面に用意した「Ｆ３：持ち出し」ボタ

ンを利用すると、外出先で処理できるようにするまでの処理と、再度社内ＬＡＮに接続して外出

先で処理したデータをサーバーに戻すまでの処理が簡略化できます。 

 

【サーバー上のデータを社外に持ち出す場合の処理手順】 

① クライアントサーバ方式でプログラムを起動します。  

 

 

② 「データ選択」画面で、社外で利用するデータを選択して「Ｆ３：持ち出し」をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

-3- 
 

 

③ 「データの持ち出し／持ち帰り」画面が開きます。「データを持ち出します」の方にチェックして「ＯＫ」ボタ

ンをクリックします。  

 

 

④ 以下の確認画面が出ます。「ＯＫ」ボタンをクリックします。  

 

 

⑤ スタンドアロン方式の「データ選択」画面が表示されます。適宜の行を選択して「Ｆ１２：選択」ボタンをクリ

ックします。  
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⑥ クライアントサーバー方式の「データ選択」画面に戻ります。持ち出し中は処理ができないようデータにロ

ックが掛かります。（鍵のアイコンが付きます。） 右上の「×」をクリックしてプログラムを終了させます。  

 

 

⑦ 外出先ではスタンドアロン方式でプログラムを起動します。  

 

 

⑧ 「データ選択」画面では⑤で指定した行をお選びください。  
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【社外で入力したデータをサーバーに戻す場合の処理手順】 

① クライアントサーバ方式でプログラムを起動します。 

 

 

② データ選択」画面で、社外で入力等を行ったデータを選択して「Ｆ３：持ち出し」をクリックします。 

 

 

③ 「データの持ち出し／持ち帰り」画面が開きます。「データを持ち帰りました」の方にチェックして「ＯＫ」ボ

タンをクリックします。（①で鍵付きのデータを選択した場合は「データを持ち出します」は選べません） 

 

 

④ 以下の確認画面が出ます。「ＯＫ」ボタンをクリックします。  
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⑤ スタンドアロン方式の「データ選択」画面が表示されます。外出先で入力等を行ったデータを選択して「Ｆ

１２：選択」ボタンをクリックします。（そのまま暫くお待ちください。）  

 

 

⑥ クライアントサーバー方式の「データ選択」画面に戻ります。データが書き換えられると同時に鍵のアイコ

ンが外れて選択可能になります。  
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●日常処理－ 仕訳入力 

 「Ｆ４：一括入力」又は「Ｆ３：行コピー」を使って入力する場合、最終行仕訳の摘要・取引先を

辞書から選択すると仕訳の書き込み処理に入らず１行目の仕訳に戻ってしまっていたので

修正しました。 

●ファイル－ データ選択  

 クライアントサーバー方式における「Ｆ６：保存」と「Ｆ７：復元」の処理速度を向上させました。 

【バージョンアップ処理後、サーバー機で以下の作業を行ってください。】 

① サーバー機にＡｉＯキーステーションを挿入し、マイコンピュータからＡｉＯキーステーション内の

Setups.exeを起動する。 

② 「キーパー財務セットアップ」画面の「サーバーを利用する」にチェックして、「キーパー財務サー

バー設定」ボタンをクリックする。 

③ 「ドライブ設定」画面でデータが管理されているドライブを選択して「ＯＫ」ボタンをクリックする。 

 

 別のパソコンで「翌年度更新処理」の更新前データの確保先として指定したデータフォルダ

に対しては「Ｆ３：新規作成」が実行できないよう制御を加えました。（クライアントサーバー方

式で利用している場合及びＧｏ－Ｇｌｏｂａｌ版の場合の制御です。） 

 見出しをクリックして「会計年度」又は「会計期間」で並び替えた場合に空白行が「Ｎｏ」順に

ならないことがあったので修正しました。 

●ファイル－ 環境設定 

 「画面表示」タブで選択できる「フォント」のサイズが最大２０ｐｔまで選択できるよう拡張しまし

た。（大きいサイズを選択すると、ご利用の環境によっては全ての情報を表示し切れないこと

がありますのでご注意ください。） 

 

 

キーパー財務14（Ver6.1.3） その他の変更点 
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●お気に入り 

 旧バージョンでは、「お気に入り」メニューに登録した処理項目はどのレベルのオペレータで

も処理可能でしたが、本バージョンより「お気に入り」メニューから処理項目を選択した場合で

も、オペレータレベルに応じて起動制御を行うよう仕様を変更しました。 

 

●日常処理－ 仕訳入力 

 税外入力の場合でも「Ｆ５：税率変更」ボタンが使用可能になりました。 

 カナ入力の場合、摘要欄または取引先欄から他の入力項目に移動すると、日本語入力がＯ

Ｎのままになっていたので修正しました。 

●日常処理－ 仕訳帳 

 期末が 2014/03/31 までのデータの場合、「検索条件の設定」で消費税率「５％」にチェック

して「検索条件を保存」を行っても、次にその検索条件を選択すると消費税率が「８％」にな

っていたので修正しました。 

●日常処理－ 仕訳帳 ・ 総勘定元帳 

 本支店データの場合、Ａ支店の仕訳帳とＢ支店の元帳を同時に開いてＢ支店の元帳で仕

訳を入力すると、Ａ支店の仕訳帳にその仕訳が入ったかのように見えてしまっていたので

修正しました。 

●日常処理－ 仕訳モニター 

 旧バージョンは「登録日順に表示する」のチェックをＯＮ／ＯＦＦすると検索状態をを解除す

る仕様でしたが、本バージョンより検索状態を保持したままとするよう仕様を変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

選択不可の処理項目はグレー表示 
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●日常処理－ 合計残高試算表 

 「Ｆ２：２期比較」を押して試算表を２期比較形式で表示した場合は、「Ｆ６：補助リスト」を２期

比較形式で出力するよう仕様を変更しました。（注：２期比較試算表はキーパークラブ会員

特典です。） 

 

 クライアントサーバー方式の場合、同一データを２台以上のパソコンで選択して同時に試算

表の「印刷設定」画面を開くとエラーが発生していたので修正しました。 

 日計表から元帳にジャンプした場合、残高が正しく集計されないケースがあったので修正

しました。 

●日常処理－ 日報入力 

 部門データの場合は画面を開いた時のフォーカスの位置を「部門」欄に置くようになりまし

た。 

●決算処理－ 決算書 

 当期と前期で消費税処理区分（税込／税抜）が異なる場合、当期と同じ消費税区分で２期比

較決算書を作成するのか、それとも異なる区分のまま（前期決算時の消費税区分で）作成す

るかが選択できるようになりました。  

「印刷設定」画面で 「印刷形式：二期比較」 にチェックすると 「年度毎の消費税処理区分

で集計する」 が選べます。 

チェックを入れると当期と前期で消費税の込／抜の扱いが違っていてもそのままの金額で

集計します。 

チェックを外すと当期と同じ扱いで前期の金額を集計します。 

 

 「手形を相殺する」にチェックして二期比較決算書を作成すると、前期の受取手形に適正な

金額が印字されないケースがあったので修正しました。 

 ２期比較決算書の場合、「損失金額に△をつける」のチェックを外しても当期の損失金額に

△（マイナス）がついてしまっていたので修正しました。 

 

 



 

-10- 
 

 

●決算処理－ 繰越残高調整 

 過去明細（前期・前々期の仕訳）がある状態で「明細を取り込みます」のチェックを外して繰

越残高調整処理を実行した場合、本来なら過去明細を全て削除する筈が、前々期仕訳の

み残ってしまっていたので修正しました。 

●消費税－ 課税方式設定 

 旧バージョンの簡易課税用申告書は、貸倒回収が無く、売上対価の返還等があっても各種

事業の消費税額を超えない場合は常に “仕入控除税額” を “簡便法” で計算していま

したが、本バージョンより簡便法を適用するかどうかが選択できるようになりました。（「課税

方式設定」に「簡便法を使用する」のチェックボックスを設けました。） 

 

●消費税－ 消費税申告書 

 簡易課税用申告書の用紙右側の「参考事項」の「事業区分」欄の金額は千円未満を四捨五

入するよう仕様を変更しました。 

 「ＯＣＲ用紙」を選択して「印刷補正」を設定した場合は、一旦メニューに戻ったとしても設定

内容が保持されるようになりました。 

 「期末一括税抜処理」を行った場合は、還付申告明細書の「取引金額等」は「税抜」の方に

○を付けるよう修正しました。 

●決算処理－ 期末一括税抜処理 

 クライアントサーバー方式で利用している場合、サーバーのシステム日付がクライアントより

遅れていても、「期末一括税抜処理」により生成された振替仕訳を表示するよう修正します。 

●消費税－ 消費税内訳書 

 現行税率分の見出しに（８％）を表記するようになりました。 

 印刷設定画面の「コピー」ボタンが機能しておらず、明細行の情報が出力されていなかった

ので修正しました。 
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●消費税－ 消費税集計表 

 金額欄をダブルクリックすると、「消費税率」の選択に応じ絞り込んだ形で元帳が開くように

なりました。 

 

 本支店データの場合、ある科目に補助を設定した支店と設定しない支店が混在すると、「補

助なし」で入力した仕訳の残高が集計されていなかったので修正しました。 

●財務分析－ ３期比較経営分析表 

 クライアントサーバー方式の場合及び Go-Global 版をご利用の場合、従業員数の登録を行

わないなど“割る数が０（ゼロ）”の分析項目が適正に集計されないケースがあったので修正

しました。 

●財務分析－ 予測損益計算書 

 不動産データの場合、予測値の営業利益が正しく計算できていなかったので修正しまし

た。 

●財務分析－ ３期比較財務諸表 

 金額がマイナスのときの「構成比」がマイナスの比率になるようになりました。 

●財務分析－ 過年度残高登録 

 税込登録した残高から税抜の残高を作成、又は税抜登録した残高から税込の残高を作成

する「みなし残高」ボタンで、計算の元になる残高が全てゼロの場合（税込残高から税抜残

高を作成する場合は税込残高が全て０円の場合）は、メッセージを出力した上で処理を停

止するようになりました。 

 期中開始データ（期首月の翌月以降より入力を開始するデータ）の場合に「過年度残高登

録」で「当期」の「開始残高」を登録後に税込／税抜を切り替えて「開始残高」の金額を変更

しても、「翌年度更新処理」で翌期データの当期首残高及び前期残高に適正な金額をセット

されるよう修正しました。 

 「会計データの新規作成ウィザード」でデータを作成した後に「翌年度更新処理」を行い、そ

のまま「基本設定」で当期の会計年度を変更すると、「過年度残高登録」の「過年度期首」の

前期の期首が補正されていなかったので修正しました。 

  「損益計算書」タブの「合計」行が適正に計算できないケースがあったので修正しました。 

 

 

 

 

 

ダブルクリックで５％の売上元帳にジャンプ 
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●初期設定－ 基本設定 

 個人事業主本人が死亡した場合に死亡日を期末日とするなど、データとして設定されてい

る会計期間と異なる期間が印字できるようになりました。（試算表や決算書の会計期間がデ

ータ上の設定にかかわらず、自由に設定できるようになりました。尚、本バージョンで「基本

設定」に設けた「印刷用」のチェックボックスは個人データでの利用を想定したものですが、

法人データでのご利用も可能です。 

 
 「集計項目名」タブで、「損益計算書」の集計項目に対する登録可能文字数を全角１０文字

に拡張しました。 

   【拡張した箇所】 

     「集計項目名称（＋）」 

     「集計項目名称（－）」 

     「定形試算表（縦見出し）」の「販売費及び一般管理費」 

 発生が無く、「過年度残高登録」の前期・前々期に「開始残高」だけが登録されている部門

の場合、「基本設定」の「部門」タブで「Ｆ５：削除」が実行できてしまっていたので修正しまし

た。 

 「初期設定－コード変更」で「本支店なし」から「本支店あり」に変更後、「初期設定－基本設

定」の「本・支店タブ」で「本支店管理を行う」のチェックを外すとエラーが発生していたので

修正しました。 

●初期設定－ 科目設定 

 本支店管理と部門管理の両方を行っているデータの場合、「使用設定」で一度チェックを外

すとその後の再チェックができなくなるケースがあったので修正しました。 

 「印刷設定」タブで「未割り当て科目を一覧表示する」にチェックを入れた状態で科目の割り

当てを行うと、オペレーションによってはエラーが発生するので修正します。「 

 

 医療法人データの場合、「科目設定」で科目コードを変更しようとすると、エラーが発生して

できないケースがあったので修正しました。 

 

 



 

-13- 
 

 

●初期設定－ 開始残高登録 

 税込登録した残高から税抜の残高を作成、又は税抜登録した残高から税込の残高を作成

する「みなし残高」ボタンで、計算の元になる残高が全てゼロの場合（税込残高から税抜残

高を作成する場合は税込残高が全て０円の場合）は、メッセージを出力した上で処理を停

止するようにしました。 

※「みなし残高」ボタンは期中開始データ（「入力開始月」が期首月の翌月以降のデータ）の場合にのみ表示されます。 

●初期設定－ 部門開始残高登録 

 「開始残高」がマイナス金額の場合、「部門別開始残高確認表」を印刷またはプレビューす

ると “０（ゼロ）” が印字されているので修正します。 

●初期設定－ コード変更 

 「コード変更」の機能を使って科目を移動させた場合、「資金繰実績表」が移動先の科目の

資金繰区分ではなく、元の科目の資金繰区分で集計されていたので修正しました。 

●経営羅針盤－ 比較経営分析 

 当期・前期・前々期が時系列として連続しないデータの場合、エラーが発生して「比較経営

分析」が開かなくなっていたので修正しました。 

●キーパー現金出納帳 

 【キーパー財務】で監査終了処理を「禁止」で実行してあるにもかかわらず、【キーパー現金

出納帳】では禁止されている日付で入力ができてしまうケースがあったので修正しました。 


